
殿 50Hz

殿

157.2

3.46

・使用限界出口温度

　MIN.-10℃～MAX.5℃

・ﾌﾞﾗｲﾝ使用限界圧力

26 　MAX. 1.0MPa

・使用外気温度範囲：-10～+40℃

半密閉スクリュー式×1台 ※1 ﾌﾞﾗｲﾝ 流量(使用限界 MIN.23～MAX.69)
（電動機三相2P　呼称出力75kW）
（オイルヒーター 250W） ブライン配管接続方向 反サービス面側
プロペラファン×10台 左側面
（電動機三相8P, 0.7kW×10台） 施工済（ﾌﾞﾗｲﾝ冷却器）
乾式シェルアンドチューブ式
プレートフィン式
電子式自動膨張弁 無響音室基準です。反響音の影響を受ける据付状態では

R404A（チャージ済） 据付状態ではこの値より3～5dB(A)高くなります。

ｴｽﾃﾙ油MEL56(N)(チャージ済) 4250 kg（計算値）
100-70-40-0 4370 kg（計算値）
高圧開閉器・低圧異常保護回路 無（－）
吐出温度保護ｻｰﾓ・凍結防止ｻｰﾓ 無（－）
ﾌﾞﾗｲﾝ温度上限ｻｰﾓ・巻線保護ｻｰﾓ 防振ﾊﾟｯﾄﾞ
逆転防止ﾘﾚｰ・過電流ﾘﾚｰ
安全弁(圧縮機)・安全弁(空冷凝縮器) 注記:ﾌﾞﾗｲﾝを直接､お客様の製品(食品等)
マンセル 5Y 8/1     に使用しないで下さい｡

ユニット外形図 EY322173C
冷媒配管系統図 EY327314
展 開 接 続 図 EY368141A
展 開 接 続 図 EY348681C

標 添 展 開 接 続 図 EY348682C
準 付 展 開 接 続 図 EY369104A
外 図 展 開 接 続 図 EY369100A
仕 面 展 開 接 続 図 EY369101
様 展 開 接 続 図 EY369142

据付工事の注意事項 EY417056

除外工事：据付・基礎工事･給排水工事･電気接続工事･電源開閉器･止弁(ブライン用)・試運転作業
　　　　　その他本仕様書に明示なき事項

改

定

御使用先

御注文元

付 属 品

圧着端子･ﾜｲﾔｰﾏｰｸ

製 品 質 量
運 転 質 量

リモコンパネル

送 風 機

圧 縮 機

電 源 接 続 方 向
防 熱 工 事

騒音はユニット正面から1m離れて、1.5m高さで測定した値で
騒 音 73dB(A)ブライン冷却

空 冷 凝 縮 器
冷 媒 制 御
使 用 冷 媒

塗 装 色

冷 凍 機 油
容 量 制 御 (%)
安 全 装 置
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ブライン出口温度

ブライン流量 ※1
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仕様書番号空 冷 式 ブ ラ イ ン チ ラ ー 仕 様 書

ご使用の前に、「取扱説明書」「工事説明書」をよくお読みのうえ正しくお使い下さい。

弊社工事番号

安全に関するご注意
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外形図用

記 録

区分
図 面 番 号
ＤＲＡＷＩＮＧ ＮＯ． ＰＧ

日 付
ＤＡＴＥ

副番

部品ファイル番号
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控

出図用

外注用

計画
ＤＩＭ．ＩＮ ｍｍ

尺度 ＳＣＡＬＥ

作成日付

ＤＡＴＥ

ＤＲＡＷＮ

ＣＨＥＣＫＥＤ

ＤＥＳＩＧＮＥＤ

検 認

ＡＰＰＲＯＶＥＤ

ＴＩＴＬＥ

Ｒ ０１

作 成

照 査

設 計

ＣＡＤ

１

ＭＩＴＳＵＢＩＳＨＩ ＥＬＥＣＴＲＩＣ ＣＯＲＰＯＲＡＴＩＯＮ

ＮＡＧＡＳＡＫＩ ＷＯＲＫＳ

４５４４４３１２１３１４

０

ユニット外形図

ＡＺ△△△

10－Φ１６穴

サーヒ゛ス面側

(ユニット底部)

基礎との当り面

送風機

左 側 面

風吹出

サーヒ゛ス面(正面)

操作ハ゜ネル 板吊り手(吊り上け゛用)

配 管 側

ナットＭ１２

座金１２

防振ハ゜ット゛（２枚敷）

本体

Ｌ形基礎ホ゛ルト

（現地手配）

ナットは軽く締付けて下さい．

（かたく締付けると防振効果がありません）

基礎ホ゛ルト詳細図

据付スヘ゜ース

３．フ゛ライン配管接続時、入口と出口を

間違え無い様、充分注意して下さい。

１．電線管用穴は、電源引込口の

小ハ゜ネルを外し電線管サイス゛に

合わせて穴加工して下さい。

２．ユニットの据付に際してはユニットの

周囲に保守・点検・風の吸込の為図示の

スヘ゜ースを確保願います。(斜線部に

壁や障害物か゛無い様にして下さい)

４．フ゛ライン入口配管には、必す゛

ストレーナ(２０メッシュ程度)を

設けて下さい。

御注意

フ゛ライン入口

フ゛ライン出口

ト゛レン(送風機室)

電源引込口

名 称 接続部形状
ＪＩＳ １０Ｋ－１００Ａ

ＪＩＳ １０Ｋ－１００Ａ

ＰＴ２ おねし゛

穴は現地加工

５．圧縮機をサーヒ゛スの為ユニットより取り出す

場合はユニット右側面ヘ取り出して下さい。

(図中 部)
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